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No. 1 送 風 機 No.■.2-送 風 機
羽板尭端 二乗平均半径 羽根根本 羽根先端 二二希平均半径 羽根根本
半 径 mm 入 口 側 ~ ､240∴ 187 110 ▲ヽ.252.5~ ∴.19.2㌧ 105
取 付 け 角 . 一64○ ~58○ 55○ ー63'○ .57○ 33○
入 口 角 ■_ ー68-? 5̀9○ 56○ 66~○ 64○ 45○
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遠距離場(Z-1.5m)l l ●.▲ No.1送風機
O.A No.2送風機
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帆圧斜･流送風機の駄 作帆滅化に関す る仰究-(9) 729
4,(山一,n)
- ●- ¢(SPLsⅠ)





















































l l No.1送風機 ･●､▲
No.2送風機 〇､△




























て言-0.7mm l ●､▲ 軸流送風機
･〇､△ 斜流送風機
●､○:Ks(L)
0 0.5 1
流量比､Q/Q(恥ax)
図23 異機種の比騒音レベルの比較
のまま適用しても大きな誤りは生じない｡
(2)最高効率点においては異先端すきま盲が狭いほ
ど騒音の音圧レベルは低下し､流体力学的特性も改善
される｡ 本実験では盲として0.7mmまで減少させたが､
この時騒音及び流体力学の両梓性はともに最良であっ
た｡
(3)巽先端すきまが小さいと低流量域でも流れが安
定し､最高効率点の音圧レベルと同程度の低騒音の作
動点が高 ･低両流量側へ広がる｡前項と合わせてこの
性質は軸流送風機と同様であり､騒音的には軸流型と
斜流型とでは大差ないといえる｡
(4)本実験で用いた斜流送風機と､その設計点にお
ける風量 ･圧力上昇が比較的近い､軸流送風機とに対
していずれも可能なだけ騒音低減策を施こし､最良の
状態にしたものを比較した結果､最高効率点で斜流送
風機の方が約5dBほど低 く､斜流送風機の優越性が
実証された｡
おわりに､実験に協力された当時九大工学部の字都
幸一､当時九大学生の高山徹､堀川順一の諸氏に謝意
を表わす｡
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